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We reviewed 273 cases of nodal or extranodal malignant lymphomas which were

histologically diagnosed at our university hospital during past ten years. These were
renewedly divided into different morphological subtypes according to the lymphoma-

leukemia study group (LSG) classification. In both nodal and extranodal lymphomas,

thedistributioncurvehad its peak incidence in the ages elder than 40, and the

male/fomale ratio was about two to one. All of Hodgkin's disease developed in lymph

nodes, so a primary extranodal Hodgkin's disease was not identified.

In order of frequency, cervical node biopsies were most common; next, inguinal;

axillary. In our series, cutaneous or ophthalmic lymphomas were relatively large number
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非ホジキンuンパ腔やLSG分類｡

悪性uン′パ経は妄jソバ節をはじめとする全身のリンパ静

網内系組織から発生する悪性瞳疲であるかその病理学的

分類は賭場の母細胞であるuソバ球糸細胞の発教亀分化

に関わる知鬼の進藤と裁毒てこ変遷Lてきたが竿本邦におい

ては溝970年代の後半をこ提唱されたhSG分類l)が非ホジ

キンリンパ膝 6以下発音貫首｡と略)の分類として広く用

いられているp蓋約㌔絹経本前線をこよるシンポジウム2)管

言IlHH,叩けて再巨･隼イ再､:p~十∴.汁:了∴lノバ(17･号

匠換Lて検討LSE=こをL=発表する.

1.材料および方法

材料ほほ78-ノ且987年の過去息岱年間に本学付属病院で

盤検ないし手術され,車検病理または病理部に診断を依

頼きれた望冒3例である.全例年食,性駄 生検部位等を

確認の上 罷琵標本を観察し 必要毒こ応じ鍛錬染色,PAS

反応等の特殊染色や免疫染色を施し,gJSGをこ合わせ分

探したさ皮膚原発のNを要Lをこぼ菌状息肉症やセザリ--

症候群の23例が含まれたが,これらも腫癌細胞の大きさ

に基づいて--応‰SG分類Siこよ-｡て分額した.また最近

の症例の--部はm｡㌘固定を施した襖,凍結切片を作製

し,各橡の隣表面て--璃洲の免疫染色も併せて行い検討
言上.

11.成 績

コ7二日町'車j詔言り‖Tr'[町 如畔町:_-:(I,I+_.十 ∴節

のみ盤挽き紅紫二症鰍濃鮎例(議約%)管,その内訳は隅音量｡

59例亨ポジキ招翻嶺例であったす節外臓器のみ採取され

多く,-:]きホジキン病は旦那冒年に頚部リンパ節で初発

たホジキソ病は遇嘉漫約年間をr旦例も鬼だ｡わなか㌦〕た｡ほ

かをこuソバ節静節外と跨って敷験された症僻遠0例があ-つ

た申藍た境界領域病変と嘗〃/てサリンノバ節には首を浅転 て

辛.1-.∴侶ト∴l'…】<吊1rl油日=lJi.恒11両.叫It･日日il････

けLII=川いけ1､日~両高畑.＼古い!1汗l'べ乙こl∴二l廿里ノ･.言.･∴l

れ紅 男敷＼比はをjソバ筋性妙齢熱性と分けてみても基に

rll'裾}｢ト･節･隼1仁 ∴i亘信心に十'-主llI(廿日詳･_1十中高十

同一症例で部紋を変えて複数酢妾三験されJた例を含めた卜二

での生検部位別の症例数を見てみると,uソバ節では頚

部(逮臥5%)9鼠径部(望6諸%),厳窟部軌7,%'j,深部

拍･9%)の将に多く,生検部位不明のリンパ節も8.7%

に認められた-一一万,節外性リンパ睦は WaideyeT輸

(扇桃菅普鮫や上咽頭を含む)望9例 日冒な転%うき胃且7例

月0.3%上中勝洩例(2凋%上兼勝5例(謁魯0%h鼻腔

L岬j･LH.iI)0.､･,服-_pti'T･服廉t']判､丁∴畑=.骨苫lHl':1ト淡1.Y;

%)などであった.

‰SG労賢を行-｡溌二結梁は養護のごとくでリンパ節で

は溌胞佐野をmJが冒例 澤.8%きあり,他の羨望例鰻意中望

%)はび慢性です後者では混食型や太細胞型が過半数を

占めた.リンパ節外では液胞性の嘗fj,倉が嶺例ほ.3/%')

i_心1㍉二17伸上07.7いH,:11･:早野卜＼1日∴･'1十 ･'＼節

性に比較して小細胞型や中細胞型が多くみられ虹 しか

し節後金節外性と転 び慢性太細胞型があっとも多く認
浩∴いて:了1Uで.(.ltll･八･(,(Ln()n(.いこ1ヽ-(.､(i.imrlulllt:)i)1こlドti(､

などの感分額も付け加えて分類し,併せて養恩に示し
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表3 中根神経系N(1Ⅰノ症伸rl吊畑f=1.秤

年~度警官879を8.位極招爵望堅漣嶺鮎 86輯7

榔'l/I:′ト∴しか分かる.ち畑∴＼･＼′;llL恒t-r輸.f冊仁符::.

は太細胞型が多く見られた.なお予中枢神経系の関羽L

は崩御膝幣,び慢性太細胞型が5例を長め漂二七その年挽

推移を激語に示したが亨窯をここの慧年間をこ5症例が認

められているB
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触感審-の浸潤の症例数をまとめたのが翫詔であるz

uソバ節挽各節熱性の各組織型とも他臓器をこ浸潤する例

がありき小細胞型や中細胞型でも稀でないこくそこ酢鰐tj明し

た申骨髄浸潤も同様に各塾ともをこ見られたが,節熱性洞乱

齢場合では漉細胞型は骨髄浸潤が稀で,中線胞申混合型
をこ症例の簾中していることが注目された.

老嬢払渡とめ結 滞職級とび慢性の小紙胞型や太細胞

町'lt･lHLY(､(i.ill川川ll(一帖lゞti(IHlユtlt叩くゝLTINl‖∴.三二Ⅰミ

細胞性のことが多く亨び慢性の単細胞-殿舎塾で壊死を

伴･:[/_Nl‖一､1L､1m.症(llf'象･}([吉｢て:.場合.i:/Jt-紳泡町Tl

沃明細胞町､､:I,I)I(､川11川･･沖jH.vi)t､LllNl‖∴､‡二｢｢紺服性
で;i;ト､た.

Ill.総括並びに考案

過去10年端い本字二隼検上トこ‖裾目し‖廿 Nmノ症

例を改めてLS鎧分隊で労額L直して検討した.その結

果uソバ節と節熱性では節外性が59%と窓外に多いこと

が脅かった.生検部位を他施設3切それと比較ずるとu

ソバ筋生検部位の健闘ま他施設と同様であ--庸二中また節

外陵 和弘は欧紫郎では腎砂腸管が巌も多く洗いで

W汲旦盛EWeF輪が多いのであるが子これをこ対し寒邦では

済級豆如き噌F輪原発の紺H弘が多いのが特徴であるとされ

ている.Lかし9今回の結果はこれとや畢異なりW級嵐-

および眼科磯城の紺洞むが比鮫的多く認められたサ白

餅例のうち皮膚症例闘ま菌状息肉症や-恕ザリ--症候群が
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非ホシキンT]ンjヾ膝の魔礎と転凍

る昭です見かけ__豊潤症例数が多毛なった尊さ殿と劇断した

い.次6/こタ中枢神経系の錯貰芋蔓dは最近翌年間借8症例
中5例が認められたh欧米では近年中枢神経系の期首重恩｡

症例環)増加が指摘ざれているが芦今卜者膵鴇繁栄かジフ見ると,

掩蓋床よこの診断法の進歩も加わ-,て本邦でも同様の傾向が

あると思索つれ,隼雄注田Lたい,

玄jSUs分際の各鮫繊型でしみると9県/′パ節噂節外とも

こ習資性太細胞型が最転多数を占めたが音節外性ではび慢

性小細胞/-ヰ細胞型iM要言Jも比較的多く存在し9液胞

性リンパ腫が少ない薫と合わせて節外娃N淵Jの特赦

と考えられる.騰終別でみると苧眼科儒域は小細胞型が

ヤ∴ ト㌦ゝ1品小g】11再…1~L･ミニ:＼骨･･:,:'∴･潮 ?∴甘.1∴言畑

のため闘志免疫纏繊学的検索も必要となろう切皮膚リン

パ腫で単細胞へ混合型が優位となったのぼ菌状息肉症や

セザ祈-凝三梶群の多くが喜.§鰐に置換するとこの型に分

症やゼザリ-症候群をはじめとして7成瀞原発の丁細胞

仁､｢里十】LIT樟巨､吉合十･.ヤ∴i.A･'=L,-､パ再_畑､＼川,

闘ま壊死が高度な症例があり,この様な例を免疫組織学

窯から,r昔1細胞性の中細胞-混合型であるj亨摘転性が太で

頭十:LT:/]さ樟:ト1∴畔､･こい＼＼川∴∴言L､∴､∴上'十㌧晶

横磯苦殿部の群と上咽頭の群をこ分けて衆評すると老晶

の様にー部位による組織塾の差異が明らかとなった.即ち

前著ではび慢性太細胞型が優位で,後者では車細胞-混

食型が優位であった.扇桃原発のuソバ液をこぼ迅細胞性

のことが多いが,上咽頭の場合は鼻腔をこ近いという解剖

学的条件から鼻腔をこ多いT纏胞性リンパ腫の浸潤症例も

含まれている可能性がありき腫癌細胞の性格の違いが組

織型分布の遭いに反映していると考えられる9T細胞ヲ

衷T)n(川 II目し転kill十 .､陣 ハ＼1こllt恒-げ輸､)

1･';～

迅細胞性で据置-蓬貰｡の緊線に違いがあるとされているの

ソバ経と上咽頭Gr川ソバ絡とをこ分けて考えることを授塞
J:-い.

にも認め琵)れはするが子中細胞型や中細胞型でも稀でな

雷㌘Za舶 かこ-相当L予比較的低悪性度とされているかこの

型が多臓器に浸潤Lている例を認めた事実に意外な感を

も毎血化を来すことがあることを考えると首肯できなく
i/l∴･.

著者らはリンパ節のみならずあらゆる臓器について鮎

リソバ陸の免疫組織化学的な検索を行-,ているが6㌔奪

回のその方法によりFT細胞鱒H盛細胞性を判定出来た症

の--TMこはきⅢ弓標泰の光厳レベルの観察で棺壬貫首)那

T細胞性芦迅細胞性をある程度推定できることにあるがサ

奪担的結果もそれを乗付ける成績であっ結 つまり兼職
卜l＼=lj.L･..小早上j＼川一←∴再十三十､､t､いこl＼吊t.!､=川1

1両l･Lt,(巨.'･Aimmt!rいトト,i.jYLま<_I'吊車い書.～::/∴::､臣眉.-;]

型ならばT細胞性と診断組iB栗東二世また耳舜工科領域環)壊死

い十㌦f__.

沃∴今廿T~､結果ー:.L上 手1､F~-をい√･Jlf㍗∴.i.トし十十畑~丁∴上りせ

性太細胞型N貰夏‰となる成績であった｡しかし,免疫

組織化学約に細胞性格を検索すると予感分解を含めてLSG

分顕を厳密をこ適応しヲ太細胞型を更に細分探すれば,腰

痛細胞性格をある程度表現することは可能と思われたヰ

これまでLSG脅鰐は鴇細胞性NHmに関しては十分

な評価が得られているがヲT細胞性Nを蓬弘をこ関しては

必ずしも十分ではないようであり声この点をこ関しては国

際分類し丁､＼＼-いT来日に行けm止ItいTlL∴/1･_:＼｣,両町∴zi;､

ているのでずhSGの畿斬レベルでの迅速な診断がその

後の治療洗練窪の判断紺料になれば病理側としても意義

のあることと思われる.このためをこぼhS鎧浄斯をより

発展させた形で,細胞性格をより厳密をこ義視で凱 更に

予後を推定できるようなNを尊息Aの曾孫が必賓であろうB
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頂那8-′且987鞍の浅慮嘉頂田年間をこ本学紺属病院病理で漆

酢上･.iLI!il･iJ巨 -r･伸二.r∴‖シ昌守上･二Hl‖､､'1結き.与ヱ･㍉l巨F,

適う男顔-1鉦鼓はぼ望二頂で予リンノバ齢晩発節外性と分け

盟うポジキン/病はほとんどがリンパ節鰹で予節外をご初発

したポジキジ病は遇嘉臓年間では洩例もなかった.

郡 リン+r＼節の隼検宍桝蓬.廃艦は発奮部,鼠径部き廉潔部の

燭で他施設と宮司榛であっ紅

化管が)庭例が相対的に少なく,疲感,眼科欝喜成の症例が

が,節糊塗∈鳥り二線では小細胞-中細胞型も比較的多宅

認められ亨液胞性リン′j式経が/樟こい点LI捌こ節外性uソ

･､伸･～､日出.日章:]TL'),::.
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れfL二d
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